
　
瀬
戸
内
海
は
起
伏
の
多
い
海
底
地

形
や
複
雑
な
潮
流
、
温
暖
な
気
候
な

ど
に
よ
り
、
水
産
物
の
種
類
が
多
い

恵
ま
れ
た
漁
業
環
境
で
す
。
小
豆
島

町
で
も
多
種
の
魚
介
類
を
獲
る
こ
と

が
で
き
、
漁
獲
量
で
は
内
海
湾
で
行

わ
れ
る
イ
ワ
シ
類
が
多
く
、
次
い
で
ヒ

ラ
メ
・
カ
レ
イ
類
、
タ
イ
類
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
海
苔
養
殖
も

盛
ん
で
、
つ
や
や
か
で
お
い
し
い
海
苔

が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
漁
業
の

活
性
化
に
向
け
、
漁
業
組
合
や
行
政

が
連
携
し
、
担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て

い
ま
す
。

瀬
戸
内
の
恵
み
に

感
謝経営を学び、

地場産業を担う

小豆島町の
人材育成

　
小
豆
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
中

山
地
区
。「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
選

定
さ
れ
て
い
る
中
山
千
枚
田
が
広
が

り
、
田
植
え
の
頃
に
映
え
る
美
し
い
水

の
輝
き
や
、
黄
金
色
の
実
り
と
赤
い
彼

岸
花
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
つ
秋

の
装
い
な
ど
、
様
々
な
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
山
千
枚
田
は
、
丘
陵

地
に
大
小
約
７
０
０
枚
の
田
が
折
り

重
な
り
、
標
高
１
５
０
ｍ
か
ら
２
５
０

ｍ
に
か
け
て
曲
線
美
を
描
い
て
い
ま

す
。
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

「
湯
船
の
水
」で
お
い
し
い
お
米
が
育
っ

て
い
ま
す
。

日
本
の

原
風
景
の
中
で

漁業の活性化に向けて、子どもたちを対象
とした地魚料理教室などを実施しています。

夜に菊畑を照らし、開花を調整する栽培方
法で育てられる「電照菊」。

農 
業

小豆島町では産業振興の取り
組みの一つに「キーパーソンと
なる人材の育成」を掲げ、地
場産業を担う若い担い手の育
成による後継者と人材確保を
めざしています。次世代を担う
経営者の育成を目的とした中川
塾では、様々な職種の若手が
学んでいます。国内最大級の
商談会において島自慢の佃煮
46品をアピールする「佃煮坂
46」や「小豆島キッチン」のよう
な新提案を生み出すと共に小
豆島ブランドの確立に向けての
検討も始めています。

漁 

業

若手事業家向けのセミナー

イベント出展した「佃煮坂46」
中山千枚田

地引網

11




